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「歴史への参与」
一ベルナノスにおける聖性の冒険一
長島律子
Qui　ne　voudrait　avoir　la　force　de　courir　cette　admirable　aventure？
Car　la　saintet6　est　une　aventure，　elle　est　meme　la　seule　aventure．
」θαηηe，RεZoρ3θε∫3α∫飢ε
序
M．Est6veは，　『カルメル会修道女の対話』　（以下r対話』と略す）の主人公
Blancheは，　「歴史に参与したキリスト者の運命（1a　destin6e　du　chr6tien
engag6　dans　rHistoire）1）を象徴すると，この作品を扱ったいくつかの論文の中
でくり返し述べている。事実，　『対話』はベルナノスの文学作品中，最もよく歴史
内存在としての人間のあり方を示すものと言えるだろう。
その理由の一つに，この作品が，フランス革命の渦中に実際に起った出来事一
カルメル会に属する16人の修道女が殉教した事件2）一を主題にしていることが挙
●　　　●
げられる。r対話』は，歴史の内部に生きている，あるいは，歴史の内部にしか生き
ることができないという人間の状況と深く係わった作品なのである。
第二の理由は，　『対話』が殉教という形での一つの「死」をとり扱っていること
である。全編を通じて，死を巡る様々な思想がドラマと共に展開するのであるが，
生涯，死について思いを巡らすことをやめなかった作家が，死の直前に，恐らくは
自らの死を予感しながら書いた作品であるだけに9）ここに含まれる死の問題は，い
っそう深刻である。いかなる形にせよ，人間が死ぬということは，人間が時間の制
約の中に生きている，即ち歴史の中に限定されて生きていることの最も顕著な証し
であると言えよう。
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しかしながら，先のEsteveの言葉は，ベルナノス自身が「歴史」をどのようにと
らえていたかを考慮することによって，再検討されねばならないであろう。ベルナ
ノスは「文学」に没頭するのと同じ程度に，あるいはそれ以上に，「現実」に関心を
示した作家である。否，むしろ現実から出発して文学を創造したのであり，彼の作
品は観念の産物ではない。二度の大戦をはじめ，世界中に起こる種々の出来事が彼
の関心を去ったことは決してなかった。r対話』を執筆したころの晩年のベルノナ
スは特に，「歴史」についての彼の考えを数多く書きとめている。
この研究では，r対話』の分析を行った後，この作品が，ベルナノスの歴史と人
間に対する考え方とどう係わるかを探りたい。
r対話』の分析
r対話』はベルナノスが残した作品の中で，唯一，映画のシナリオとして書かれ
たものである忌）即ち，彼はこれに基いて映画が制作されることを望んでいたので
●　　　●　　　●　　　●
あって，この作品の第一の目的は読まれることではなかった。
●　　　●
ここでは，最初に敢えてこの作品を「テキスト」として読むことを通じて，そこ
に重ねあわされている二つのレベルを別々にとり出し，その後この作品のもつシナ
リオとしての性格，戯曲性を考慮することにしたい。
1）r対話』を読む
今，この作品を読むという作業の中で，明らかにしようとしているのは，「限定
的レベル」と「神秘的レベル」と名づける2つのレベルである。
第一のレベル，即ち限定的レベルで問題になるのは，登場人物の歴史的，社会的，
心理的，性格的要素，さらに遺伝学的要素などである。凡そこれらすべてのものは，
人間が現実に，具体的なある時ある場所に存在する以上，必ず持っている背景であ
るが，ベルナノスは登場人物にこれらの背景を持たせて，ずっしりと重い存在感を
彼らに与えることに秀でている。これは恐らく彼が少年時代に貧り読んだバルザッ
クから学んだものだろう。現実に根ざして人物の輪郭を描いていくというベルナノ
スのこの側面は，あまり強調されないのが常であるが，今「限定的レベル」と呼ぶ
このような次元は，第二の次元，「神秘的レベル」との対比において重要な意味を持
つ。
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ベルナノスはしばしば「聖性の作家」（P6crivain　de　la　saintet6）と呼ばれる。
しかし，彼は「聖なるもの」という概念を抽象的に描いたわけではない。「ベルナ
ノスの聖人たち」（1es　saints　bernanosiens）と呼ばれる作中人物たちは，聖性を持
っていると同時に，全く人間的でもある。聖人たちについて，ベルナノス自身，次
のように言う。
Les　chr6tiens　ne　sont　pas　des　surhommes．　Les　saints　pas　davantage，
ou　moins　encore，　puisqu’ils　sont　les　plus　huma血s　des　humatns．　Les
saints　ne　sont　pas　sublimes，丑s　n’ont　pas　besoin　du　subl㎞e，　c’est　le　subhme
qui　aurait　plut6t　besoin　d’eux．5）
しばしば「超自然的」と形容される一種の非現実主義，あるいは超現実主義とは，
ベルナノスの超自然主義は無縁だと言えよう。彼は最も人間的な人間たちの現実を
深く掘りさげたところに聖性を見出している。しかも，それは完全なる聖性であっ
て，永遠なるものへと通じているのである。この，人間存在の根底に横たわる聖性
に係わる次元を，この研究では「神秘的レベル」と呼ぼうとしている。
ベルナノスの作中人物はこのような二っの次元の重ね合わせで成り立っているの
であるが，それぞれの次元に対応して『対話』に二重の1ectureを試みたい。
なお，この作品には，18人の修道女のほかに，指導司祭，Blancheの父，兄らが
登場するが，ここでは特に重要な役割を与えられ，作品の主題とも深くかかわる5
人の修道女一前院長（Madame　de　Croissy），新院長（Madame　Lidoine），
Mさre　Marie　de　l’lncarnation，　Sceur　Constance，　Sceur　Blanche一　を主にと
り扱う。
A．限定的レベル
まずこの作品を限定的レベルにそって読んでゆくと，どのようなことが言えるだ
ろうか。
この物語は，一つの宗教団体，即ちCompi色gneのカルメル修道会が，革命という特
殊な社会的状況の下で，外圧にいかに対応し，また集団の内部にいかなる葛藤があ
ったかを背景に，主人公Blancheの殉教するまでを描いている。
この作品のほとんどの部分は，修道院の内部でくり広げられる出来事を扱ってい
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るのであるが，ベルナノスはまず，この「修道院」という場所が，特殊な聖域，純
粋に霊的な祈りの家であって世俗から隔絶しているという一般通念を排除する。そ
こに生活する修道女たちについても同様である。自らの憶病さを恥じ，「英雄的生
活の魅力」（1’attrait　d’une　vie　h6rofque）に引かれてカルメル会に入ることを願
ったと告白するBlancheに，初めの院長Madame　de　Croissyはまず，幻想を捨て
るよう警告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ﾜAPRIEURE
L’attrait　d，une　vie　h6roique，　ou　celui　d，une　certaine　mani6re　de　vivre
qui　vous　parait－bien　a　tort－devoir　rendre　rh6roisme　plus　facile，
le　mettre　pour　aillsi　dh’e　a　la　port6e　de　la　main？．．．
BLANCHE
Ma　r6v6rende　M6re，　pardonnez－moi，　je　11’ai　jamajs　fait　de　tels　calculs．
LA　PRIEURE
Les　plus　dangereux　de　nos　calculs　sont　ceux　que　nous　apPelons　des
illusions．．．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II，1）6）
修道院に入ることは，人間をそれぞれの生まれから解放することはない。
LA　PRIEURE
［．．．lVous　etes　d’une　grande　na捻sance，　ma　fille，　et　nous　ne　vous
demandons　pas　de　1’oublier．　Pour　ell　avoir　renonc61es　avantages，　vous
ne　sauriez　6chapPer　a　toutes　les　obligations　qu’une　telle　na捻sance　hnpose，
et　elles　nous　paraitront，　ici，　plus　lourdes　qu’ai11eurs．
（II，1）
修道女たちもまた，自らの階級を背負って生きている。初めの院長（Madame
de　Croissy）・Blanche，　Mもre　Marie　de　l’lncarnation，　Constanceは貴族の出身
であり，新院長（Madame　Lidoine）は商人の娘である。初めの院長の死後，彼女
が非常に重きをおいていたMarie　de　rlncarnationではなく，Madame　Lidoineが
院長に選ばれたのは革命下にあっては院長が平民の娘の方が，政府との摩擦が少な
いからだという噂がある。また，他の幾人かの修道女はジ農民の出身らしいことも，
彼女らの言動からうかがえる。このような個々人の背景が前面に押し出されてくる
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のは，貴族階級の是否や革命を巡って一堂に会した修道女たちの自由な会話が展開
する第三部第6景である。
フランス史に関するベルナノスの態度を論じたFzαηcθdαη∫1五競oかθ3θ10η
Bθ7ηαηo∫の中で，Alan　R．Clarkは，大革命に対して全く否定的だったベルナノス
が，1938年の（77αηd5α〃2θ漉7θ∫∫o鰐1α加ηθの発表以降，1789年の革命につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「｢ては（93年のものとは区別して）好意的立場に転じたと，述べている『）しかし，
この場面では，ベルナノスは革命に対する何らかの政治的見解を述べようとしてい
るのではない。ただ，貴族階級をキリスト教国フランスの精神的指導者として認め
る主張が，S（£ur　Valentine　de　la　Croix，　S（pur　Anneの口から語られ，一方，
貧しい者たちを神の国を継ぐ者であるとする考えが，共和派に好意的なSceur
Alice，　Sceur　Gertrudeを通して述べられる。彼女らは生身の人間として，それぞ
れの生活の中から出てきた言葉を語る。人間は，修道院に入ることで，自分の家系，
自らの根を否定し去ることはできない。修道院は人間に具体性を失わせ，アノニム
にする場所ではないのである。
階級の問題と共に，性格と性格とのぶつかりあいも，ドラマを動かすモチーフの
一つになっている。
登場人物のうち，最も憶病で，性格の弱いのは，言うまでもなく主人公のBlanche
であり，逆に最も勇気ある強い性格の持主はMさre　Marie　de　l’lncarnationである。
Marieはこのため，　Blancheの弱さに対する嫌悪を完全に押えることができない。
Blancheの弱さが修道会全体の弱みになると考えて，当初MarieはBlancheの着衣
（prise　de　voile）に反対する。
MERE　MARIE
Ce　que　je　sens　pour　Blanche　de　la　Force　ne　saurait　m’empecher　de
dire　a　Votre　R6vξrence　que　dans　les　6preuves　qui　nous　menacent，　ce
manque　de　caract6re　peut　devenir　un　p6ril　pour　la　Communaut6．
（III，3）
しかし，一旦Blancheが入会すると，　Marieは初めの院長がMarieに托していっ
たBlancheを，庇護し，励ます義務を忠実に果たそうとする。　Blancheがパリに逃
げ帰って隠れ住んでいるとき，彼女を捜しに行って連れ戻ろうとするのもMarieで
ある。
また，新院長Madame　LidoineとMarieの間にも深刻な溝がある。二人は出身階
級も違うが明らかに性格も違っている。英雄的精神の持主である貴族の末商のMarie
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は，困難な時代にこそ殉教者の血が流されることが必要であるとして，殉教を非常
に喜ばしい名誉なことと考えている。
MERE　MARIE
Que　pourrions－nous　d6sirer　de　mieux　que　de　mourir？
（III，16）
彼女は修道院の視察に来る人民委員らに高圧的な態度に出て，そのことの招く結果
を恐れない。彼女は人民委員の一人に次のような挑戦的な言葉を投げかける。
MERE　MARIE
【．．．】H6　bien，　Mosieur，　sachez　que　chez　la　plus　pauvre　fille　du　Carmel，
1’honneur　parle　plus　haut　que　la　cratnte．
（III，10）
一方，新院長は，革命政府との軋礫をなるべく避iけようとする。彼女は自分たち
の身に余るような過度の勇気を警戒する。それは彼女が神への服従を何よりも重ん
じる謙虚さの持主だからである。彼女は着任の訓辞で次のように述べる。
工APRIEURE
【．．．］Ce　qu6　vaudra　1’6poque　oU　nous　allons　vivre，　je　l’ignore．　J’attends
seulement　de　la　Sainte　Providence　les　vertus　modestes　que　les　riches　et
les　puissants　tiennent　volontiers　en　mεpris　la　borme　volont6，　la　patience，
1’esprit　de　conciliation．　Mieux　que　d’autres，　elles　conviennent　a　de　pauvres
filles　comme　nous．　Car　il　y　a　plusieurs　sortes　de　courage，　et　celui　des
grands　de　la　terre　n’est　pas　celui　des　petites　gens，丑ne　leur　permettrait
pas　de　survivre．　［．．．1M6fions－nous　de　tout　ce　qui　pourrait　nous
d6toumer　de　la　pri6re，　m6fions－nous　meme　du　martyre．　La　priere　est
un　devoh’，　le　martyre　est　une　r6compense．
（III，2）
新院長とMere　Marie　de　l’Incamationは，お互いの気質と考え方の違いを初め
から意識しているが，それぞれ自分の役目を心得て，正面から衝突することはない。
しかし，革命が激化し，カルメルの指導司祭も追われる身となったある日，二人の
対立が表面化する。
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MERE　MARIE
Pour　que　la　France　ait　encore　des　pretres，　les　fnles　du　Carmel　n’ont
Plus　a　donner　que　leur　vie．
LA　PRIEURE
（froide〃2θηちapr2s　unα∫∫θz　loη9∫ゴ1θηcθ）
Vous　m’avez　mal　entendue，　ma　Mさre，　ou　du　mo重ns　vous　m’avez　mal
comprise．　Ce　n’est　pas　a　nous　de　d6cider　si　nous　aurons　ou　non，　plus
tard，　nos　pauvres　noms　dans　le　br6viatre，　Je　pr6tends　bien　n’etre　jamais
de　ces　convives，　dont　parle　l’Evangile，　qui　prennent　la　premi6re　place　et
risquent　d’etre　envoy6s　a　la　derni6re　par　le　Maitre　du　festin．
1．．．］
LA　PRIEURE
Voyons．．．Voyons．．．Le　nom　de　martyre　est　vite　dit．　Mais　s’il　nous
arrive　malheur．．．
MERE　MARIE（．comme脚忽76　elle）
Votre　R6v6rence　ne　saurait　appeler　malheur．．．
正APRIEUR　　　　　　　　　　　’
Je　donne　au　mot　son　sens　ordhlaまre，　je　parle　le　langage　de　tout　le
monde．
（IV，8）
この出来事の直後，新院長がパリに呼び出されている間に，Marieの指導の下に
修道女たちは殉教を誓うことになる。
Constanceの天真燗漫な楽天主義と，　Blancheの極端な心配性も対照的に描かれ
ている。陽気で屈託のないConstanceは，死さえも何かしら楽しいことのように考
えている。
CONSTANCE
Mon　Dieu，　S（£ur　Blance，　la　vie　m’a　tout　de　suite　paru　si　amusante！
Je　me　disais　que　la　mort　devait　l’etre　aussi．．．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II，6）
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
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しかしBlancheは，死を口にすることだに嫌い，　Constanceが自分たち二人が若
くして同じ日に死ぬであろうという彼女の予感について語るとき，非常な困惑を示
す。
CONSTANCE
H6　bien．．．J’ai　compris　que　Dieu　me　ferait　la　grace　de　ne　pas　me
1aisser　vieilltr，　et　que　nous　mourrions　ensemble，　le　meme　jour－o心et
comment　par　exemple，　ga　je　l’ignorais，　et　dans　ce　moment　je　l’ignore
toujours．．．C’est　ce　qu’on　appelle　uP　pressenthnent，　rien　davantage．．．
Il　faut　que　je　vous　voie　maintenant　si　fach6e　contre　moi　pour　attacher
de　1’importance　a．．．註．．．
BLANCHE
Aune　id6e　folle　et　stupide！N’avez－vous　pas　honte　de　croire　que
votre　vie　puisse　racheter　la　vie　de　qui　que　ce　soit？．．．　Vous　etes
orguenleuse　comme　un　d6mon．．．Vous．．．Vous．．．Je　vous　d6fends．．．
（II，6）
以上に見てきたように，修道女たちは皆それぞれに，その人物に固有な限界の中
に生き，行動している。そして我々がこのレベルにおいては偶然とか運命とか呼ぶ
ところのもの一例えば，院長がパリに呼び出されて一時的にMarieが修道会を指
導する立場に置かれることや，MarieがBlancheを捜しに行った留守に，他の修道
女たちが逮捕され，死刑の宣告を受けることなどであるが一によって筋が展開し，
彼女らの生と死が決定されてゆくのである。
しかしながら，主要人物たちが死に直面してどのような行動をとったかを見てゆ
くとき，第一のレベルで我々が見てきた個人的背景や資質だけでは説明しきれない
部分を全員が持っていることに気づかざるを得ない。彼女らの死はそれまでの生か
らは予測され得なかった形でやって来る。死は単なる生の終止符として彼女らに訪
れたのではなかったからである。主要人物たちが，死，あるいは殉教を前にしてと
った行動は，第一のレベルで読み進む読者の前に「き裂」として現れてくる。
我々はここにベルナノスのテクストの一つの特色を見ることができるだろう。彼
のどの文学作品を読んでも，我々はそのテクストが閉じた，自己完結的なものでは
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ない。即ち開かれたものであるという印象を受ける。彼の創造する世界は決して内
部整合性のある小宇宙ではない。先に，ベルナノスが登場人物を描くにあたってバ
ルザック的手法について述べたが，バルザックの小説世界ならば，そこには彼の思
想が生み出した原理が働いていて，それが彼の小説世界の秩序となって支配してい
る。小説内部の出来事はこの原理によって説明され得る。もしも，このようなバル
ザック的な世界を「閉じた」世界と呼ぶならば，ベルナノスのそれは「開いて」い
ると言えよう。
『対話』においてこの作品を「開かれた」ものにしているのが，次に述べる5人
の主要人物における「き裂」なのである。それは人物個人の生にとってのき裂であ
ると同時に，作品の「限定的レベル」で覆われた世界にとってのき裂でもあって，
我々にとってはそれが第二のレベルへの入口となるであろう。
B．主要人物の死に際しての「き裂」
はじめに，病死する最初の院長であるが，彼女は，祈りのうちに過ごした長い謹
厳な修道生活と温厚な人柄からは思いもよらぬ醜態をさらして死んでいく。彼女は，
肉体的な苦痛もさることながら，死の恐怖と孤独とに半狂乱の体で息をひきとるの
である。
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0／V／VE　Z）E　7R．41τP248　PER〃E7乃R且．．”刀θ∫∫（1θρ1π∫εηρ1π∫dzゆ℃∫1θ
dθ脱α謝θηかδ8θηoμxJαP7∫8μrθη20μ7α鷹θ．／．．．／Lθ∫1δyアθ∫4θ1αPr蜘7θ
7θ〃2z4θη∫　∫αη5　　cε3∫ε．　　　／．．．ノ　　0η　θη∫θηdl　’　　Z）E1匠ン1　NZ）∠r　1「∠l　R1）0ハ乙　．．
〃OR　7㌃．．　PEOR．．．PEαR　1）E　L、4　MOR　Z．．　”　．41α！7ηoηレo〃
ぬ9ゴ’θアdθρ1π∫θηρ1μ31θ970μρθρ7θ∬6α厩0πrdlε1セ80η∫∫αη’θ，　q躍，θη
d6碑dε’0π51ε∫の∂π∫，∫’6C70π1ερθπδρθπ∫μr50η1∫乙
（II－10）
Marie　de　l’lncamationは，先にも述べた通り，非常に名誉を重んじる人物であ
り，心から殉教を望んでいたにもかかわらず，彼女一人が誰もの思わくを裏切って
生き残る。彼女はパリにひいて，他の修道女たちが逮捕され死刑を宣告されたとい
う知らせを受けたとき，何としても仲間のもとへ帰ろうとするのだが，指導司祭に
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よって厳しくとめられる。
MERE　MARIE
Je　su丞　d6shonor6e！
LE　PRETRE
Voila　le　mot　que　j’attendais！Oh！je　ne　le　condamne　pas！Il　est　bien
chez　vous　le　cri　de　la　nature註1’agonie．　Vo丑a　ce　sang，　oui，　voUa　ce　sang
que　Dieu　vous　demande，　et　qu’il　vous　faut　verser！Vous　auriez　donn6
avec　joie　celui　qui　coule　dans　vos　veines，　vous　rauriez　vers6　comme　1’eau．
Mais　chaque　goutte　de　celui－ci　vous　arrache　plus　que　la　vie！
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V，16）
Marieがあれほど重んじていた名誉，司祭は，それこそが神が彼女に求める殉教
の血だと悟す。要するに，他の者たちにとって死ぬことが殉教であると同様に，
Marieにとっては名誉を失って生きることが殉教だったのだ。
新院長Madame　Lidoineの場合に移ろう。彼女はMarieとちがって敢えて殉教
を望んではいなかったし，彼女自身は修道女たちが殉教の誓願をたてたときには留
守で，誓いに加わっていない。というより，むしろ，彼女が留守でなければ，誓願
は行われなかったにちがいないのだ。彼女は謙虚に，一見凡庸とも思える態度を貫
いたのであるが，結果は意外にも，彼女がいわば贅沢な望みだと考えていた殉教に
至ることになる。
また年若いConstanceは，ベルナノスの非常に重んじた「幼子の精神」（1’esprit
d’enfance）を以って無邪気に生を享受しており，死をも生と同様に喜んで受け入
れると思われた。子供が両親に信頼を置くように，神に絶対の信頼を寄せていた
Constanceは，最も素直に死に趣くことができるかのようであったが，その彼女が
殉教の誓いに反対票を投ずる。つまり，彼女もまた殉教を前にして予想に反する行
動をとったことになる。
最後に主人公のBlancheの場合を考えよう。彼女は不安の中にありながらもいく
つかの危機をのり越える。兄のChevalier　de　la　Forceが修道院を出るよう説得に
来たときも，人民委員が修道院内を視察に来てBlancheを「解放」すると言いつつ
ひどく脅えさせたときも，彼女はなんとか窮地を脱することが出来る。しかし，そ
の影ではMarie　de　l’lncarnationの保護が彼女を支えていたことは否めない。が，
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殉教の誓いの直後には，強いられてきた極度の緊張のため精魂つき果てて修道院か
ら逃げ出してしまう。父を断頭台の上に失った後の彼女はますます憶病になっても
との自分の屋敷で召使いとして隠れ住み，彼女を連れもどしに来たMarieと共に帰
ることも拒否する。ところが彼女は全く唐突に最後の場面に，つまり断頭台の下に
群集の中から現われて殉教するのである。
0ηηθyoπ卿θZαわωθdθ1管o肋血πd，　o擁1θ∫3（馴7∫襯oη’θη’πηθδ
πηθ，c肋η’αηπoμブoμア∫，襯α’3δ配θ∫μ7θ卿セ11ωd∫5ραrα’∬θη’1θo乃（馴ア∫ε
ル”ρ1π∫配eημ．pzπ5　qπθ4ε㍑κ，ρz〃∫9π’μηθ．　M傭∂cθ頁η伽η’，ρα吻配
ぬηα雄θCOゴηdθZα9襯4θ卿Cε，μηεη0㍑yθ11θyo∫X∫’612yθ，吻3ηθπθ，
ρ1π5r6∫01〃εθηcorθ9πθ1θ∫σ班rθ5，αyθCρ0襯ση’9π吻πθC乃05θのη加∫ゴη．
動oπy碑∫加αηcθγyθ7∫1’6c加1伽d，δ磁yθア∫zαμ》μ1θqぬ∫挽απθ，加’θアー
磁θ，1αρ8漉εβ1σηC乃εdθZαFo70θ．30ηy磁9ε3θ規わ！θdφωゴ116　dθ’0厩θ
αα∫η∫θ．
（V，18）
このように5人の殉教，あるいは死に対する態度は，そのどれもが意外性を含ん　　　　　　　　　　　　　　　「
でいるのである。このことが第二のレベル，即ち，我々が「神秘的レベル」と呼ぶ
ところのものへの導入口である，と先に述べた。それは，この5人の修道女たちの
辿った運命が，作品外の一つの事，つまりキリストの死を指しているからである§）
C．神秘的レベル
病死した初めの院長が孤独と恐怖を訴える言葉の「神が私たちをお見棄てになる1」
（Dieu　nous　d61aisse！Dieu　nous　renonce！〉（II，9）という表現はキリストの
十字架上の言葉「わが神，わが神，どうしてわたしをお見棄てになったのですか。」
（〈Mon　Dieu，　mon　Dieu，　pourquoi　m・as－tu　abandonn6？〉）9）と酷似する。
さらに，看病に当たるMarieが，苦痛にゃっれた彼女の顔つきを，「ゲッセマネの
園における主の御顔のようです。」（＜C’est　pent－etre　celui　de　notre　doux
Seigneur　a　Geths6mani．》（II，9））と表現する。このことから，初めの院長の死
とキリストの死との緊密なアナロジーが顕わになる。
名誉を重んじていたMarieは，一人生き残ることによって名誉の放棄という形の
殉教を行ったが，これは栄光を棄て，恥を忍んで死に至ったキリスト10）を思わせる。
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名誉を求めず，ひたすら従順であったが，結果的には殉教の栄誉を被った新院長
の場合は，死に至るまで従順であったキリスト，それゆえに高く挙げられたキリス
ト11）を示す。
殉教を一度拒んだConstanceは，一度は「苦い杯」がとり除かれることを神に願
ったキリスト12）を表わしている。
そしてBlancheは，彼女の修道名の示すようにキリストの死の苦しみ（L’Agonie
du　Christ）一それは彼女の場合，肉体的なものよりも，精神的なもの，即ち，死
の恐怖であったのだが一を身に帯びつつ死に赴く。
このように，各々の修道女の死は，何らかの意味でキリストの死とのアナロジー
を持っている。
しかし，先に述べた5人の修道女の死を前にしてのき裂は，我々をもう一っ別の
●　　　●　　　●　　　●　　　●
認識にも導く。それは，修道女たち相互の役割の交替ということである。
病死した初めの院長とBlancheとの役割交替はもっとも顕著である。院長はか
つてBlancheの選んだ修道名1’Agonie　du　Christと同じ修道名を選ぼうとした
のだが，当時の院長から考え直すよう推められ，その名を名乗ることができなかっ
たという経験がある。そのため彼女は，Blancheが自分に代って「キリストの聖な
●　　　●　　　●
る苦しみ」のしるしの下に置かれていると信じる。
LA　PRIEURE
［．．．】D6s　notre　premi6re　rencontre，　en　m’avouant　le　nom　qu’elle　avait
choisi，　Blanche　de　la　Force　s，est　plac6e　pour　moi　sous　le　signe　de　la　Tr6s
Sainte　Agonie．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II，7）
その院長が苦しんで死んだのは，Constanceによれば，小さすぎる服に袖を通せ
ないように，彼女が自分の寸法にあわない他人の死を死んだからで，その代りに別
の誰かが易々と死ぬことができるようになるためだったのだ。
CONSTANCE
【．．．］Qui　aurait　pu　croire　qu’eUe［1a　Prieure】aurait　tant　de　pe血e
amourir，　qu’elle　saurait　si　mal　mourir！On　dlrait　qu’au　moment　de　la
lui　donner，　le　bon　Dieu　s’est　tromp6　de　mort，　comme　au　vestiaire　on
vous　donne　un　habit　pour　un　autre．　Oui，　ga　devait　etre　la　mort　d’une
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autre，　une　mort　pas　a　la　mesure　de　notre　Prieure，　une　mort　troP　Petite
pour　elle，　elle　ne　pouvait　seulement　pas　r6ussir　a　enfner　les　manches．．．
BLANCHE
La　mort　d’une　autre，　qu’est－ce　que　ga　peut　bien　vouloir　d廿e，　Sceur
Constance？
CONSTANCE
ga　veut　dire　que　cette　autre，　lorsque　viendra　rheure　de　la　mort，
s’6tonnera　d’y　entrer　si　facilement，　et　de　s’y　sentir　confortable．．。
（III，1）
このConstanceの言葉は，後に，あれほど死を恐れていたBlancheが自分から断
頭台の下に駆けつけることにより，現実のものとなる。
Blancheは一方，　Marieとの間にも役割がある。　Marieと院長がBlancheの弱さ
について語り合っているとき，次のようなやりとりがある。
LA　PRIEURE
［．．．】C’est　vous，　ma　fille，　qui　serez　sacrifi6e　a　cette　faiblesse【de
Blanche】et　peut－etre　substitu6e　a　ce　m6pris．
MERE　MARIE
J’y　consentirai　de　bon　coeur．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（III，16）
っまり，Marieが殉教を果たせなかったのは，彼女がBlancheの身代りとなっ
て本来のBlancheの立場と置き代えられたからだという見方が成立する。
また，殉教の誓いの際に，Blancheがとると予想された態度をとったのはBlanche
ではなくConstanceであった。殉教の誓願を全員で立てるべきかどうか，投票で決
することをMarieが提案するが，その際，一票でも反対票があれば中止するという
とり決めがされる。修道女らが票を投じているとき，ある修道女がBlancheを指し
て，「きっと一票だけ反対がある。」とささやく。開票の結果，実際一票だけ反対が
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あるのだが，それはBlancheのものではなく，　Constanceのものだと判明する。
MERE　MARIE
11y　a　une　seule　oPPosition．　Cela　suffit．
5αヲπ7Coη5’αηcθθ∫’ρ61θco772η霊θπηθη20r’θ．
S（EUR　SAINT－CHARLES（ω班加3）
On　sait　laquene．．．
S（EUR　CONSTANCE
Il　S’agit　de　mOi．
3伽ρ6血C∫ゴ0η96η47α1θ．　別αηchθ00η珈θηCθδρZθπ7θr，　Zα’∂’θ（Zαη5
　　　　・辜ﾆ躍燃@　　　　　　　　　　　　　　（IV，13）13）
ここでもBlancheとConstanceの役割交替が認められる。
新院長は，自らは殉教の誓いを立てていないのであるが，法廷で尋問されるとき
殉教を誓ったのであるから自己を弁護してはならないのではないかと不安を懐く他
の修道女たちから，誓願の責任をとり除いて，自らそれを負おうとする。
LA　PRIEURE
【．．．】H6　bien，　j’assume　ce　vceu，j’en　suis　d6so㎜ais　responsable　devant
sa　Malest6【Dieu】，je　suis　et　serai，　quoi　qu’il　arrive，　seule　juge　de　son
accomphssement．　Oui，　j’en　prends　la　charge　et　vous　en　laisse　le　m6rite，
puisque　je　ne　l’ai　pas　prononc6　mo卜meme．
（V，12）
誓いを立てたものと，立てなかったものとの間に交替がおこっている。
新院長はまた，逮捕されたとき留守だったMarieの代理を果したことにもなる。
なぜなら殉教者の先頭に立つことは，Marieの望みであり，勇敢な彼女はそれに最
も適任だと思われたからである。が，牢獄の中で新院長は，Marieの役割を自分が
務めることになったと，修道女たちに告げることになる。
LA　PR肥URE
【．．．】Je　puis　d6sormais　n’en　prendre　que　la’part　qui　me　revient，　et
encore　devrais→e　tevendiquer　humblement　au　nom　de　notre　admirable
一119一
M6re　Marie　de　1’lncarnation，　car　c’est　de　sa　part　que　je　dispose，　quoique
indigne．
（V，14）
このようなパラドクサルな役割交替は，我々が第一のレベルで読むとき，っまり，
ただ単なる人間相互の問題として読むときには，意味を発生しない。一人の人間が
他の人間の受けるべきものを受けたように見えるということ，それを偶然と呼ぼう
と宿命と呼ぼうと，この事柄に意味を付与するわけではないからである。人間相互
の役割交替は「キリストの瞭罪の死」を媒介にしてのみ意味を持つ。なぜなら，キ
リストの死が，他の人間の受けるべき分を代って受けた例の最たるものだからであ
る。つまり，ここで問題になっているのは，原罪によって死すべく定められた人間
に代ってキリストが死に，人間に救いがもたらされたという教義である。従って，
人間同士の役割交替は，当の人間たちがキリストにおける交り，即ち＜communion＞
の中に入れられていると仮定して初めて＜r6versibnit6＞となることができるので
ある。
個々の修道女の殉教，あるいは死が，キリストの死と何らかの類似性をもつこと，
彼女ら全員が，キリストにおける＜communion＞によってCorps　mystique　du
Christとして殉教に至ったと考えられること，この2つの事によってここに『対話』
を「キリストの死」という，作品外部のr6f6renceをもつものとして，いわば「キ
リストの受難劇」として読むという第二のlectureの可能性が開かれる。キリスト
を指し示す修道女たちが，本来の意味でのmartyres，即ち，キリストの証人だとい
うことができよう。
2）戯曲性を通しての二つのレベルの統一
これまで，二つの異なる次元における二通りの読み方で『対話』を読んできたが，
次にこの作品の戯曲性という面から二つのレベルの統一にっいて考えてみたい。
すでに述べたように，r対話』はベルノナスが残した唯一の映画のシナリオであ
る。しかし，完成直後には，映画には不向きであるとして制作されるには至らなか
った。1949年にAlbert　B6quinがマニュスクリから現在の形に整えたものを出版
し，演劇として成功を修める。現在＜Le　Dialoque　des　Ca㎜61ites＞として見る
ことができる映画は，1960年にBrUckbergerとPhilippe　Agostiniが制作したも
のであるが，ベルナノスの残した作品をかなり改窟したものであって，彼のシナリ
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オの映画化とは言えない。
ここで問題にするのは一仮にベルナスのシナリオに忠実な映画が作られたとし
て一できあがった映画ではなく，r対話」の台本としての性格である。
言うまでもなく台本は，台詞とト書きから成り立っていて，それは，生身の人間，
っまり俳優がそれに従って語り，動作をすべきものである。即ちそこでは，現実に
聞こえ，あるいは見える具体的な実体の指示だけがあるのみであって，登場人物は，
その本質について何ら説明を加えられてはいない。人物の行動には何の注釈も加え
られず，全知の語り手による解釈もない。登場人物は，pr6senceとしてのみ現れて
くるのである。
従って，我々の試みた二つのレベルによる1ectureは，どちらも可能性として二
者同時に存在しつつ，統合された形で実現してゆくのである。二つの次元は，そこ
に重ね合わされているのだ。
例えば，Constanceは，後になって実際に起こるBlancheに関する出来事を「予
感」として語っているのであるが，彼女の予感の的中は単なる偶然とも，神が彼女
に与えた超自然的な予見の力のためともとることができる。Constanceが最後に予
感について語るのは牢獄においてである。彼女はBlancheがきっと戻ってくると，
確信を持って言う。
S（EUR　CONSTANC寧
Elle　reviendra．
S（EUR　SAINT－CHARLES
Comment　donc　etes－vous　si　sαre，　Soeur　Constance？
S（EUR　CONSTANCE
Parce　que．．．（elle　S　’arre“te　d6concerte’e）　parce　que・．．（ρz4な’723
coη」勉5θ，アηα∫∫ごηcαραわ1θdθ7θyeηか5μr　oθq〃セ〃εαdご乙）　A　cause　d’un
reve　que　j’ai　fait．
0η7π．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V，12）（強調は筆者）
彼女の「予知能力」はこのように＜On　rit＞によって相対化されてしまう。
Constance自身の台詞の中に「でも，私たちが偶然と呼ぶものは，もしかすると神
にとっては理屈にあったことなのではないでしょうか。」（＜Mais，　ce　que　nous
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appelons　hasard，　c’est　pent－etre　la　logique　de　Dieu？》）という言葉があるの
は興味深い。彼女は，作品全体を別の色合いで見せるような光一第二のレベルを
示唆するような光一をときおり放ちながら，常にまた単なる年若い修道女という
位置にとどまるのである。
ベルナノスは，ミスティックな次元を第三にも否応なく認めさせるような決定的
で強引な形では描こうとはしない。そして，そのためには，このシナリオというジ
ヤンル，っまり登場人物の語る台詞のみで構成されている作品の形式は非常に好都
合だったと言わねばならない。神秘的な次元の存在は，本人の意識にさえ上らない
かもしれないけれども，それぞれの現実の人間存在の内奥に隠されているといづの
がベルナノスの考えである。従って，テキストとしての『対話』の二重性はパウロ
の言う肉と霊を持つ人間の二重性，つまり地上に属するものでありながらすでに天
にも属するという人間の二重性に対応し，シナリオとしての『対話』の統一性は，
人間の実存としての統一性に対応すると言えるだろう。
結論
第二次大戦直後の1945年から彼が世を去る48年までの4年間一『対話』の
執筆期間（1947～48）を含むこの間のベルナノスの講演，新聞に発表した論説など
は，エッセイ集F7αηρ傭，5ゴyo粥5αy∫θZ，　L∫わθ雇ρ0πr卯0∫掴rθ～として編ま
れている。そこからは，ベルナノスの「歴史」に関する一つの態度を窺い知ること
ができる。彼が一貫して攻撃を加え続けているように見えるのは，決定論的な歴史
主義に対してである。特に戦後の世界は彼の目に危惧すべき動向を示していたよう
である。一方でヘーゲルーマルクスの流れをくむ歴史主義を退け，他方で資本主義
社会をも否定する。
Pour　Hegel　ou　Marx，　je　suppose，　ceUe　de　la　grαy枷’∫oηsociale，－si
j’ose　m’expr㎞er　ainsi，－ne　devait　retarder　ou　hater　en　rien　le　cours
de　l’Histoire，　aussi　d6term元n6　que　1θooμγ∫dθ5σ5’アθ＆14）
Le　sort　de　la　libert6　est　h6　au　sort　de　l’homme　libre，1a　libert6　c’est
1’homme　libre．　Car　nous　savons　tous　que，　par　un　paradoxe　6trange，　c’est
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au　nom　du　hb6ralisme　que　le　capitaHsme　naissant　sacrifiait　l，homme
1ibre　a　ce　meme㎞塾pitoyable　d6terminisme　des　choses　que　nous　d6nongons
dans　le　marxisme．　En　faisant　de　la　soci6t6研θ3伽ρ1θη2αc配ηθdρro伽かθ，
il　la　vidait，　par　ext6nuation，　des　forces　sphituelles　ind丞pensables　pour
la　maintenk　a　un　certain　niveau　d’humanit6，　pour　la　maintenir
humaine．15）（強調は筆者）
ベルナノスがこれらの主義や社会体制を糾弾するのは，彼がそれらのうちに人間
の自由意志の働く余地の全くない決定論を見ているからである。彼は例によって，
豊富なイマージュを用いてこのことを表現している。上の引用中の＜gravitation＞，
＜cours　des　astres》，＜machine　a　produire＞をはじめ，＜locomotive　lanc6e
sur　des　rails》｝6）＜grand　fleuve》｝7）＜1iquidation　du　cadavre＞18）など
がそれである。これらは一定の方則に従って運動する一種の自動機械，止めること
も進めることも，方向を変えることもできない運動である。彼は人類の歴史をこの
ようなものとして捕らえる風潮が世界に蔓延し，人々が一特にキリスト者が一
この考え方を当然のごとく受け入れることに苛立ちを覚えていたようである。
しかしベルナノスは歴史そのものを否定しているわけでは毛頭ない。彼は，決定
論的な歴史に，人間の自由の介入し得る歴史を対置しているのである。
Mais　les　formidables　6quations　du　d6te㎜inisme　historique　rec61ent
une　insignifiante　erreur　de　calcul　qui　fausse　tous　les　r6sultats．　Ou　encore，
si　l’on　pr6f6re，　dans　l’6norme　appare且des　effets　et　des　causes，1a　libert6
de　l’homme，　a　peine　v6rifiable　il　est　vrai，　joue　1θrδZθdθcθ∫ρ70伽ご∫5　dθ
Zα∫4c7飢oηθηdoc珈ゴεηηe　si　diffic皿ement　d6celables　eux　aussi，　a　l’examen
1e　plus　attentif，　et　que　pourtant　exphquent　seuls　certaines　perturbations
ponfondes　auxquelles　l’ancienne　m6decine　donnait，　avec　tant　de
vraisemblance，　des　explications　m6caniques，19）（強調は筆者）
しかし，歴史の中に働く人間の自由は，「内分泌物」のように確かな機能を持って
はいるが捕らえがたいものだと言う。しばしばあまりにも安易に用いられ，あらゆ
る政治体制，思想によってそれぞれ異なる意味付けをされてきたこの「自由」とい
う言葉でベルナノスは正確には何を表わそうとしているのだろうか。マルクス主義
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にも資本主義にも自由がないとする彼の使用する言葉に何らかの政治的色彩を見よ
うとしても無駄であろう。彼が「自由」という語を使うのは，極めてspirituelな意
味においてである。
Libert6　pour　quoi　faire？の中で彼は自由の意味を執拗に問い続けている。下の
4つの引用文から我々は「自由」と「愛」さらには，「愛」と「神の像」というべ
ルナノスの思想の連関をたどることができる。
Le　scandale　de　1’univers　n’est　pas　la　souffrance，　c’est　Zα1∫わθ7だ．　Dieu
afait　lil）re　sa　cr6ation，　vo丑1乱le　scandale　des　scandales，　car　tous　les　autres
scandales　proc6dent　de　lui．【．．．lII　y　en　a　a　ce　moment，　dans　le　monde，
［．．．］tel　pauvre　homme　qui［．．．lremercie　le　bon　Dieu　de　1’αyo∫ア
，伽Z∫わrε，dε」セ励！召ご∫Cα卿1εd伽εr．20）
Au　cours　de　cet　entretien　je　vous　disa捻que　le　scandale　de　la　cr6ation
n’6tait　pas　la　souffrance　mais　1α1めθπ4．　」加7砺ρπα麗∬∫ゐゴεη4かθ
1二4溺o既　　Si　les　mots　avaient　gard61eur　sens，　je　dlrais　que　la　Cr6ation
est　un　drame　de　l・Amour．21）
Et　par　exemple，　ils［les　op6rateurs】le【1’homme】tiennent　pour
un　an㎞al　industrieux，　soumis　au　d6termin捻me　des　choses，　et　n6anmoins
ind6fin㎞ent　perfectible．　Mais　si　l’homme　6tait　r6ellement　cr66　a　1’伽αgθ
dθ1）∫θπ～Qu’且yait　en　lui　une　proportion　quelconque，　si　petite　qu’on
1a　supPose，　de　1∫わθπ6，　a　quoi　donc　abouttraient　leurs　exp6riences，　sinon
き1a　mutilation　d’un　organe　essentie1？22）
Nous　sommes　cr66s　a　1’伽α8θθ’δアθ∫5εηめ1αηcεdθ1）ゴθμ，　parce　que
n。us　s。mmes　cα鋤1θ5ぬ∫耀7．23）（強調は筆者）
ベルナノスにとっての自由とは，創造以来人間が神から与えられているもので，
「愛することができる自由」に他ならない。そしてそれこそが，人間が「神の像」
として創られているということの意味なのだという。彼は聖人たちは「愛の才能」
（＜le　g6nie　de　ramour＞）を持っていると言う。しかしそれは限られた人間に
与えられる特権を持っているという意味ではない。彼は，ここでもイマージュを用
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o　　　●　　　●
いて，聖人とは，誰もが自らの内に持っている命の水の井戸から水をほとばしり出
させることを知っている人間のことだと表現する。その井戸は表面を枯葉やくずで
覆われていてそこからは死の臭いが立ちのぼっているのであるが，その層の下には
「命の水」が湛えられており，そのさらに深いところにはどんな純粋な水より純粋
な創造以前から存在する光一即ち，キリストーがある忽）
ベルナノスの好んで用いるもう一つのイマージュ「表層一深層」（＜surface一
profondeur》）25）と同様，この表面を芥の層で覆われた井戸は，この研究で述べ
てきた人間の二重の状況を表わしていると言えるのではないだろうか。《肉一霊》
あるいは《限定された存在一永遠の存在》というこの二項は，ベルナノスの作品の
至るところに見出される。
しかしこれらの二項は単に対立しているのではなく，具体的な個々の人間がその
両者を合わせ持ちながら現に生きていると，彼は考える。死すべき人間，歴史の中
に限定されている人間が，自らの深みへと降りてキリストに出会うことによって，
●　　　●　　　●永遠なるものに連なるのである。だが，どうして「自らの深み」にキリストを見出
しうるのかPいったい，いつから人間はそのような存在になったのかP
Ceux　qui　ollt　tant　de　mal　a　comprendre　notre　foi　sont　ceux　qui　ne　se
follt　qu’une　id6e　trop　imparfaite　de　l’6minente　dignit6　de　l’homme　dans
la　cr6ation，　qui　ne　le　mettent　pas　a　sa　place　dans　la　cr6ation，　a　ZαρZαcθ
0擁D蜘庖6Zey6α伽dθρ0μy・かアde∫Cε励ε．26）
歴史を超越した永遠の存在である神の子キリストが，歴史のただ中に突入して人間
となったことによって，人間を神の子の高みにまで引き挙げた一それは世の始め
からの神の救いの意志によるのであり，人間は創造されたとき以来「神の像」を持
つと，ベルナノスが言うのはそのためなのである。
Chr6tien　engag6　dans　l’Histoire一冒頭に引いたM．　Est6veのこの言葉にも
う一度立ち戻ろう。この言葉は，Blancheのみならず，16人の殉教者とMarie　de
1’lncarnationの全員に当てはまる。彼女らは，意識的にせよ無意識的にせよ，キ
リストに出会ってその証人となったからである。即ち，彼女らは歴史を変えたので
ある。どのように変えたか，それは知ることができない。ベルナノスの霊的な指導
者であったレオン・プロワならば，神の国の到来を早めたと表現したかも知れないが。
我々に明らかなのは，彼女らが参与した歴史は神の救いの計画に基いた「救済史」
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であり，そこには再臨（parousie）がすでに予見されているということである。
ベルナノスの聖人たち，1es　saintes　bemanosiennes－『対話』の登場人物た
ちは，この名で呼ばれるのに最も応しい。なぜなら彼女らは，「神の愛の中に自己
を実現した」28）からであり，「聖性の冒険」に生き，そして死んでいったからであ
る。
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